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年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　〜めざせ 安全で安心な北海道〜

No.173   公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

新
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迎
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平
成
30
年

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

NO!

飲酒運転根絶ロゴマーク

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
北
海
道
、
北
海
道
警
察
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
各
種
啓
発
活
動
や
交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
事
業
を
積
極
的

に
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
昨
年
に
比
べ
、
交
通
事
故
件
数
、
交
通
事
故
死
者
、
負
傷
者
と

も
に
減
少
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
18
日
に
は
西
興
部
村
の
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
継
続
日
数
が
八
千�

三
百
五
十
七
日
と
な
り
、
道
内
歴
代
最
高
記
録
が
十
六
年
ぶ
り
に
更
新
さ
れ
ま
し

た
こ
と
は
、
西
興
部
村
の
皆
さ
ん
の
日
々
の
ご
努
力
の
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
と

も
に
他
の
地
域
の
励
み
と
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
委
員
会
と
し
て
も
、
重
大
な
交
通
事
故
に
な
り
兼
ね
な
い
飲
酒
運
転
を
根
絶

す
る
取
り
組
み
を
一
昨
年
よ
り
、
精
力
的
に
実
施
し
て
き
て
お
り
、
特
に
3
本
柱

で
あ
る「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
決
起
大
会
」と「
飲
酒
運
転
根
絶
に
関
す
る
研
修
会
」

を
そ
れ
ぞ
れ
全
道
14
か
所
で
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
３
年
間
で
全
市
町
村
を
巡
回

す
る「
飲
酒
運
転
根
絶
キ
ャ
ラ
バ
ン
」も
計
画
ど
お
り
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

年
間
を
通
じ
た
啓
発
活
動
を
行
う
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
に
加
え
て
新
た
に

「
飲
酒
運
転
根
絶
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」を
作
成
し
、
よ
り
一
層
の
普
及
啓
発
の
推
進
に
努

め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
の
約
半
数
を
占
め
る
高
齢
者
対
策
と
し
て
、

高
齢
者
と
子
供
や
そ
の
親
が
一
堂
に
会
し
、
世
代
の
垣
根
を
越
え
交
通
安
全
を
学

ぶ「
世
代
間
交
通
安
全
交
流
事
業
」等
を
実
施
し
た
ほ
か
、
全
道
の
新
小
学
生
、
新

中
学
生
、
新
高
校
生
に
自
転
車
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
交
通
事
故
か

ら
守
る
た
め「
自
転
車
安
全
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」を
作
成
・
配
布
す
る
な
ど
、
幅

広
く
事
業
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
も
引
続
き
各
種
事
業
を
展
開

し
て
参
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
も
悲
惨
な
交
通
事
故
を
一
件
で
も
減
少
さ
せ
る
た
め

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
関
係
各
位
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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毎月 15 日は「道民交通安全の日」

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
30
年
の
新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
、
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
道
内
の

交
通
安
全
運
動
の
推
進
に
ご
尽
力
さ
れ
、

交
通
事
故
防
止
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
道
の
交
通
安
全
行
政
に
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一

昨
年
の
豪
雨
被
害
か
ら
暮
ら
し
と
経
済
を

立
て
直
す
た
め
、
関
係
機
関
の
皆
様
と
総

力
を
挙
げ
て
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
み
、

国
道
２
７
４
号
線
の
開
通
や
被
災
し
た
地

域
で
の
豊
穣
の
出
来
秋
な
ど
、
う
れ
し
い

知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
北
朝
鮮

の
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
自
然
災
害
な
ど
道
民

の
皆
様
の
安
全
・
安
心
を
脅
か
す
リ
ス
ク

は
多
く
、
緊
張
感
を
持
っ
て
「
ま
さ
か
」

へ
の
備
え
と
対
応
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

交
通
安
全
に
関
し
ま
し
て
は
、
貴
委
員

会
を
は
じ
め
、
市
町
村
、
関
係
団
体
等
多

く
の
皆
様
の
取
組
に
よ
り
、
昨
年
の
交
通

事
故
に
よ
る
死
者
数
は
１
４
８
人
で
、
交

通
統
計
の
記
録
が
あ
る
昭
和
22
年
以
降
、

最
も
少
な
い
死
者
数
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
多
く
の
方
々
の

尊
い
命
が
交
通
事
故
の
犠
牲
と
な
り
、
ま

た
、
悲
惨
な
事
故
に
直
結
す
る
飲
酒
運
転

が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。

道
と
い
た
し
ま
し
て
は
、「
ス
ト
ッ

プ
・
ザ
・
交
通
事
故　

～
め
ざ
せ
安
全
で

安
心
な
北
海
道
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
毎
年
の
交
通
事
故
死
者
の
約
半
数
を

占
め
る
高
齢
者
の
事
故
防
止
や
、
昨
年
末

に
は
緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出
す
る
な
ど

飲
酒
運
転
の
根
絶
を
重
点
に
、
よ
り
効
果

的
な
交
通
安
全
運
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
、
北
海
道
命
名
１
５
０

年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
で
す
。
先
人

か
ら
受
け
継
い
で
き
た
北
海
道
価
値
と
未

来
へ
の
展
望
を
道
民
の
皆
様
と
共
有
し
な

が
ら
、
将
来
に
わ
た
り
誰
も
が
安
全
に
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
北
海
道
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
交
通
事
故

の
さ
ら
な
る
減
少
に
向
け
、
今
後
と
も
ご

尽
力
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
本
年
が
、
希

望
に
満
ち
た
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委

員
会
の
皆
様
に
は
、
交
通
安
全
活
動
を
始
め
、

警
察
行
政
の
各
般
に
わ
た
り
、
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
、
貴
委
員
会
の
皆
様
方
に
は
、
北
海

道
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動
の
中
核
と
し

て
、
各
期
の
交
通
安
全
運
動
へ
の
取
組
を
始

め
、
全
道
各
地
に
お
け
る
飲
酒
運
転
根
絶
決

起
大
会
の
開
催
や
飲
酒
運
転
根
絶
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
に
よ
る
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
を
精
力

的
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
全
道
の
小
・
中
・
高
校
生
に
対
し

て
は
、
自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
盛
り
込
ん

だ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布
な
ど
に
よ

り
、
安
全
利
用
の
促
進
を
図
る
な
ど
、
交
通

安
全
意
識
の
醸
成
に
努
め
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
道
内
に
お
け
る
交
通
事
故

死
者
数
に
つ
い
て
は
、
前
年
よ
り
10
人
少
な

い
１
４
８
人
と
、
全
国
の
統
計
が
残
っ
て
い

る
昭
和
23
年
以
降
最
少
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
、
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
46
年
の
８
８
９

人
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
平
成
に
入

り
、
再
び
年
間
死
者
数
が
５
０
０
人
を
切
り

４
９
３
人
と
な
っ
た
平
成
14
年
と
比
べ
て
も

３
分
の
１
以
下
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
道
内
に
お
け
る
窃
盗
犯
、
粗
暴
犯

と
い
っ
た
刑
法
犯
認
知
件
数
に
目
を
向
け
る

と
、
平
成
18
年
以
降
戦
後
最
少
を
更
新
し
つ

づ
け
、
昨
年
は
遂
に
３
万
件
を
切
る
に
至
り
、

最
近
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
平
成
14
年
の
３
分

の
１
以
下
と
な
る
な
ど
、
道
警
察
の
基
本
理

念
で
あ
り
ま
す「
犯
罪
や
事
故
の
な
い
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
北
海
道
」の
実
現
に
向
け
、

確
実
に
前
進
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
貴
委
員
会
を
始
め
と

す
る
、
関
係
機
関
・
団
体
や
地
域
・
職
域
の

皆
様
に
よ
る
地
道
な
交
通
安
全
活
動
等
へ
の

取
組
が
実
を
結
ん
だ
も
の
と
拝
察
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。　
　

　

し
か
し
な
が
ら
、
交
通
事
故
情
勢
に
関
し

ま
し
て
は
、
依
然
と
し
て
多
く
の
方
々
が
交

通
事
故
の
犠
牲
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
北
海
道
警
察
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本

年
も「
交
通
死
亡
事
故
の
抑
止
」に
向
け
、
飲

酒
運
転
や
速
度
違
反
、
信
号
無
視
な
ど
、
交

通
事
故
に
直
結
す
る
悪
質
危
険
な
交
通
違
反

の
取
締
り
、
高
齢
者
事
故
防
止
や
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
全
席
着
用
等
の
各
種
施
策
を
強
力
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

  

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
交
通
死
亡

事
故
の
更
な
る
減
少
に
向
け
て
、
今
後
も
引

き
続
き
、
地
域
に
お
け
る
交
通
安
全
教
育
や

交
通
安
全
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通
安

全
推
進
委
員
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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平成30年における交通安全運動の推進方針（概要）
運 動 の 目 的 道民の交通安全意識を高め、交通事故防止の徹底を図る。

年 間 ス ロ ー ガ ン ストップ・ザ・交通事故　～めざせ　安全で安心な北海道～

交
通
安
全
運
動
の
重
点

高 齢 者 事 故 防 止

○ 高齢者の行動特性を理解した安全運転の普及に向けた取組を推進する。
○ 夜間の走行は、ハイビームが基本であることを周知するための取組を推進する。
○ 夜光反射材の普及促進と高齢者宅等への訪問活動、ひと声アドバイス等による交通安全指導を推進する。
○ 高齢者が個々の身体機能を自覚した安全な交通行動となる交通安全教育等を推進する。
○ 運転免許証の自主返納者への支援に関する情報の提供を推進する。

飲 酒 運 転 根 絶

○� 飲食店や酒類販売店、歓楽街といった飲酒関連業界や駐車場等と連携したハンドルキーパー運動や街頭啓発 
　 及び広報啓発活動を推進する。
○� 交通ボランティアや安全運転管理者等と連携した飲酒疑似体験の交通安全講習や就業前における飲酒状態の
　 点検等の普及を図る。
○�� 「飲酒運転根絶ロゴマーク」の普及啓発や効果的な活用を推進する。
○� 飲酒運転は、悲惨な交通事故に直結する重大な違法行為であるという意識の徹底と、飲酒が身体に及ぼす影響に関
　 する知識の普及を図る。
○�� 飲酒運転に関する情報の提供を促すとともに、飲酒運転ゼロボックスの活用を推進する。

ス ピ ー ド ダ ウ ン ○ 速度の出し過ぎによる危険性の認識向上を図るため、交通安全教育や広報啓発活動を推進する。
○ 安全速度の励行運動の啓発活動を推進する。

シートベルト全席着用 ○ シートベルト・チャイルドシートの全席着用の徹底と、地域・職域における着用率向上に向けた取組を推進する。
○ 事故事例に基づくシートベルトの着用効果についての広報啓発活動を推進する。

自 転 車 安 全 利 用
○� 自転車安全利用五則を活用した交通ルールの遵守と交通マナー向上に向けた交通安全教育や啓発活動を推進する。
○ 自転車の点検及び整備に基づくTSマークや自転車損害賠償保険の必要性、ヘルメットの着用について広報啓　 　 　 　 
　 発を推進する。　

居 眠 り 運 転 防 止
○� 長距離運転における休憩の呼びかけなど居眠り運転事故防止に向けた啓発活動を推進する。
○� 道の駅、コンビニエンスストア等の駐車場を休憩場所に提供する「居眠り運転防止協力店」の取組を推進
 　する。

デ　イ　・　ラ　イ　ト ○ 昼間に前照灯等を点灯することでドライバー自身の交通安全意識の高揚と他者に交通安全を呼びかけ
　 るデイ・ライト運動を奨励する。

期
　
　
別
　
　
運
　
　
動

運 動 名 春の全国交通安全運動 夏の交通安全運動 秋の全国交通安全運動 冬の交通安全運動

実 施 期 間 ４／６（金）～４／15（日） ７／11（水）～７／20（金） ９／21（金）～９／30（日） 11／11（日）〜11／20（火）

セーフティコール ４／６（金） ７／11（水） ９／21（金） 11／９（金）

期 別 運 動 の 視 点

○�　新入学（新学期）を迎え
る子供や活動期に入る自
転車利用者の事故防止を
図るための活動等を推進
する。

○�　観光や夏型レジャー等
に伴う事故防止や自動二
輪車による事故防止と飲
酒運転根絶を図るための
活動等を推進する。

○�　夕暮れ時と夜間の高齢
歩行者・自転車の事故防止
等を図るための活動等を
推進する。

○�　凍結路面でのスリップ
事故防止等を図るための
活動等を推進する。

重 点 項 目　     ○　春・秋の運動においては、全国交通安全運動推進要綱の運動重点に準じ、必要に応じ北海道独自の項目を定める。
○　夏・冬の運動においては、北海道の地域特性、交通事故の発生状況・特徴等を勘案する。

交
通
安
全
の
日
等
の
運
動

飲酒運転根絶の日 ７月13日（金） 道民の飲酒運転根絶の気運を高めるため、啓発活動や広報活動を実施する。

交 通 事 故 死 
ゼ ロ を 目 指 す 日 ４月10日（火）、９月30日（日） 交通事故死ゼロを目指し、住民集会などの啓発行事や期別運動のセーフティコール

に準じた啓発活動を実施する。

道民交通安全の日 毎月15日 道民の交通安全意識の高揚を図るため、期別運動のセーフティコールに準じた啓発
活動等を実施する。

自 転 車 安 全 日 毎月第１及び第３金曜日 自転車の安全利用と事故防止を図るため、自転車利用者を対象に街頭指導、啓発活
動等を実施する。

そ の 他 の 
交 通 安 全 の 日

無事故の日（6/25） 
バイクの日（8/19） 地域独自の交通安全の日等に、地域・職域の実情に応じた啓発活動を実施する。

特 別 対 策 「交通死亡事故多発警報｣や「飲酒運転根絶緊急対策」の発表時に地域住民等へ緊急かつ効果的な広報啓発、住民
集会、街頭指導等を実施する。

平成30年における交通安全運動の推進方針（概要）

ぶつかるよ　ながら運転　じこのもと
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飲
酒
運
転
根
絶
キ
ャ
ラ
バ
ン

平
成
29
年
度
飲
酒
運
転
根
絶
キ
ャ
ラ
バ

ン
が
８
月
１
日
に
根
室
振
興
局
を
皮
切
り

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
道
民
一
人
一
人
に

「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ

な
い
」
を
広
く
定
着
さ
せ
、
道
民
の
飲
酒

運
転
根
絶
へ
の
意
識
向
上
を
図
る
た
め
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
編
成
し
、
広
報
活
動
を

実
施
し
た
ほ
か
、
市
町
村
長
等
へ
住
民
の

飲
酒
運
転
の
根
絶
の
徹
底
周
知
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

本
年
度
は
次
の
地
域
で
実
施
し
ま
し
た
。

・
８
月
１
日
～
３
日　

根
室
振
興
局
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内

・
８
月
22
日
～
25
日　

オ
ホ
ー
ツ
ク
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
振
興
局
管
内

・
９
月
５
日
～
８
日　

十
勝
総
合
振
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　

局
管
内

・
９
月
27
日
～
29
日　

釧
路
総
合
振
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　

局
管
内

・
10
月
17
日
～
18
日　

日
高
振
興
局
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内

２
０
１
７
交
通
安
全
道
民
総
決
起
大
会

９
月
20
日
、
札
幌
市
の
「
共
済
ホ
ー

ル
」
で
、
関
係
機
関
・
団
体
等
か
ら
約

４
０
０
名
が
参
加
し
て
「
２
０
１
７
交
通

安
全
道
民
総
決
起
大
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。こ

の
大
会
は
、
９
月
21
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
「
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」
の
効
果
を
上
げ
る
た

め
実
施
し
た
決
起
大
会
で
す
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
小
玉
俊
宏
北
海

道
環
境
生
活
部
長
、
磯
部
哲
志
北
海
道
警

察
本
部
交
通
部
長
か
ら
こ
の
大
会
を
契
機

に
悲
惨
な
交
通
事
故
の
犠
牲
者
を
１
人
で

も
多
く
減
少
さ
せ
る
た
め
に
よ
り
一
層
の

交
通
安
全
運
動
の
展
開
を
図
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
挨
拶
が
あ
り
、
引
続
き
来
賓
を
代

表
し
て
中
野
秀
敏
北
海
道
議
会
環
境
生
活

委
員
会
副
委
員
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

当
日
は
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
数
多

く
の
Ｔ
Ｖ
‐
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
の
提
供
や
映
画

の
挿
入
歌
等
も
手
掛
け
ら
れ
て
お
り
、

２
０
１
５
年
に
は
、
北
海
道
警
察
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
就
任
し
て
い
る
、
歌
手
・
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
桜
庭
和
（
さ
く

ら
ば　

ひ
と
し
）
さ
ん
に
駆
け
つ
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

桜
庭
さ
ん
に
は
、
交
通
安
全
ト
ー
ク
や

ラ
イ
ブ
、
道
警
音
楽
隊
と
の
コ
ラ
ボ
演
奏

を
し
て
い
た
だ
き
、
交
通
安
全
を
呼
び
掛

け
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
の
活
動

で
も
音
楽
を
通
じ
て
交
通
安
全
を
呼
び
掛

け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

最
後
に
株
式
会
社
東
急
百
貨
店
札
幌
店

の
阿
部
祐
子
営
業
推
進
部
販
売
企
画
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
に
交
通
安
全
宣
言
を
し
て
い
た

だ
き
、「
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心

な
社
会
」
を
目
指
す
こ
と
を
約
束
し
、
総

決
起
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

冬
の
交
通
安
全
運
動
全
道
統
一

行
動
日
「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」

11
月
13
日
、
道
庁
赤
れ
ん
が
庁
舎
前
庭

で
、「
冬
の
交
通
安
全
運
動
」
の
全
道
統
一

行
動
日
に
札
幌
出
身
の
歌
手
で
タ
レ
ン
ト

の
上
杉
周
大
さ
ん
を
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト

に
迎
え
「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

上
杉
さ
ん
に
は
交
通
安
全
ト
ー
ク
と
ラ

イ
ブ
の
ほ
か
に
、
西
５
丁
目
通
り
歩
道
上

で
の
「
黄
色
い
旗
の
波
運
動
」
の
際
に
は
、

通
行
人
の
方
々
に
啓
発
品
を
配
布
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」
は
、
11

月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
展
開
さ
れ
る
「
冬

行けるはず　まだ渡れるは　もう危険
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の
交
通
安
全
運
動
」
を
周
知
し
、
凍
結
路

面
等
に
お
け
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止
や
飲

酒
運
転
の
危
険
性
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
に

よ
り
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
交

通
事
故
や
飲
酒
運
転
を
防
止
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

冬
の
飲
酒
運
転

　
　

根
絶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　
　
　
　

12
月
１
日
、
す
す
き
の
交
差
点
で
、「
北

海
道
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
関
す
る
条
例
」

が
、
施
行
か
ら
２
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

飲
酒
運
転
根
絶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、

改
め
て
広
く
道
民
に
同
条
例
の
周
知
を
図

る
と
と
も
に
、
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
飲

酒
の
機
会
が
増
え
飲
酒
運
転
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
る
年
末
年
始
に
向
け
て
、「
飲
酒

運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」

意
識
の
高
揚
を
図
り
、
飲
酒
運
転
を
根
絶

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
す
す
き
の
交
差
点
、
地
下
鉄
す

す
き
の
駅
構
内
で
の
街
頭
啓
発
の
ほ
か
、

ス
ス
キ
ノ
ラ
フ
ィ
ラ
に
お
い
て
飲
食
店
の

訪
問
啓
発
を
実
施
し
、
飲
酒
運
転
根
絶
を

訴
え
ま
し
た
。

ま
た
12
月
21
日
、
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
構
内
西

コ
ン
コ
ー
ス
で
は
、
北
海
道
警
察
の
「
ほ

く
と
く
ん
」、
さ
っ
ぽ
ろ
テ
レ
ビ
塔
の
「
テ

レ
ビ
父
さ
ん
」、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
「
ハ
ン

ド
ル
キ
ー
パ
ー
く
ん
」、
Ｕ
Ｈ
Ｂ
の
「
み
ち

ゅ
バ
チ
」、
Ｔ
Ｖ
Ｈ
の
「
ら
っ
ぴ
ぃ
」、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
「
ど
ー
も
く
ん
」、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
の
「
も

ん
す
け
」、
Ｓ
Ｔ
Ｖ
の
「
フ
ァ
イ
ビ
ー
＆
フ

ァ
イ
ニ
ー
」、
北
海
道
の
「
え
こ
之
助
」、

札
幌
市
交
通
事
業
振
興
公
社
の
「
ダ
メ
ヨ

マ
ン
」、
レ
オ
パ
レ
ス
21
の
「
レ
オ
パ
リ
ス

く
ん
」
と
た
く
さ
ん
の
可
愛
い
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
参
加
し
、
ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
ビ
ー
ル
と
啓
発
チ
ラ
シ
等
を
札
幌

駅
利
用
者
に
配
布
し
た
ほ
か
、
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
記
念
写
真
を
撮
影
す

る
方
に
は
、
飲
酒
運
転
根
絶
を
呼
び
か
け

る
ボ
ー
ド
を
持
っ
て
も
ら
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
に
投
稿
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
よ
り
多

く
の
方
に
飲
酒
運
転
根
絶
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
ま
し
た
。

 

世
代
間
交
通
安
全
交
流
事
業

11
月
21
日
、
苫
小
牧
も
も
花
幼
稚
園
で
、

世
代
間
交
通
安
全
交
流
事
業
を
開
催
し
ま

し
た
。

こ
の
事
業
は
、
道
内
に
お
け
る
交
通
事

故
死
者
の
約
半
数
を
高
齢
者
が
占
め
て
い

る
現
状
か
ら
、
高
齢
者
の
事
故
防
止
対
策

を
地
域
社
会
全
体
で
実
施
す
る
た
め
、
世

代
の
垣
根
を
越
え
て
相
手
へ
の
理
解
と
思

い
や
り
を
深
め
、「
自
ら
参
加
し
、
考
え
、

学
ぶ
」
と
い
う
趣
旨
の
下
で
交
流
し
、
交

通
安
全
に
つ
い
て
学
ぶ
も
の
で
す
。

当
日
は
、
園
児
、
親
、
高
齢
者
の
三
世

代
で
一
緒
に
、
交
通
安
全
講
話
や
反
射
材

の
効
果
体
験
、
苫
小
牧
市
交
通
安
全
母
の

会
連
合
会
に
よ
る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
3

び
き
の
こ
ぶ
た
と
交
通
安
全
」
で
交
通
安

全
を
学
び
、
苫
小
牧
警
察
署
の
協
力
に
よ

っ
て
、
パ
ト
カ
ー
へ
の
乗
車
体
験
を
し
て
、

最
後
に
交
通
安
全
宣
言
で
「
交
通
事
故
に

遭
わ
な
い
」
こ
と
を
約
束
し
閉
会
し
ま
し

た
。

自転車は　車といっしょ　左側
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11月17日 全国共済農業協同組合連合会 北海道本部

一杯で　消える未来と　消せぬ罪

皆様からのご支援、ありがとうございました。

受領月 寄付者名 種類 区分 寄付金額（単位：円）
7月 株式会社アペックス 特定 募金 8,443

8月

一般社団法人
札幌地区トラック協会南空知支部 特定 募金 123,111

ライダーズミーティングin寿都実行委員会 特定 募金 50,000
羽幌自動車学校 特定 募金（黄色い羽根） 26,002
植村　泰也 特定 寄付 2,000

９月

北海道丸和桃太郎親睦会 特定 募金 70,676
美幌交通安全母の会 特定 募金 5,947
紋別市交通安全運動推進協議会
株式会社交通学園紋別自動車学校 特定 募金 74,176

桜庭　和 特定 募金 4,080
滝川市交通安全母の会連絡協議会 特定 募金（黄色い羽根） 54,850
羽幌町日赤奉仕団
羽幌町交通安全指導員協議会 特定 募金（黄色い羽根） 9,758

屈足交通少年団
新得交通少年団 特定 募金（黄色い羽根） 33,491

建設産業交通安全推進北海道本部 特定 募金 1,000,000

10月

中標津町交通安全指導員協議会 特定 募金（黄色い羽根） 9,395
中標津町交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,944
中標津町交通安全協会 特定 寄付 10,000
樺戸町婦人会 特定 募金（黄色い羽根） 10,346
ニセコ町各自治会（42団体） 特定 募金（黄色い羽根） 105,686
士別市交通安全母の会 特定 募金（黄色い羽根） 125,182
八剣山パークゴルフ場 特定 募金 88,000
根室市交通安全推進協議会
根室市交通安全指導員会
根室警察署

特定 募金（黄色い羽根） 23,246

蘭越町交通安全母の会
蘭越町交通安全協会蘭越支部女性ドライバー
部会

特定 募金（黄色い羽根） 36,231

別海町交通安全専任指導員
別海連合町内会 特定 募金（黄色い羽根） 8,170

手稲自動車学校セーフティクラブ 特定 募金 24,083
植村　泰也 特定 寄付 2,000

11月

当麻町交通安全母の会連合会 特定 募金（黄色い羽根） 19,952

全国共済農業協同組合連合会
北海道本部 特定 寄付 580,176

富良野市交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 2,237 
栗山地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,295 
様似町交通安全運動推進協議会 特定 募金（箱募金） 5,000 
滝川交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,000 
美幌町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 5,236 
清水町生活安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 2,935 
江差地区交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 1,255 
札幌中央信用組合　発寒支店 特定 募金（箱募金） 1,319 
札幌中央交通安全協会 特定 募金（箱募金） 22,901 
網走地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,058 
奥尻町交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,729 
江別市交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 24,631 
士別市交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 4,074 
札幌中央信用組合　西野支店 特定 募金（箱募金） 3,787 
根室交通安全協会 特定 募金（箱募金） 7,335 
赤平交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,074 
弟子屈地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,920 
和寒町役場 特定 募金（箱募金） 2,387 
秩父別町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,679 
広尾地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,306 
芦別交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,447 
札幌北交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,613 
釧路地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,539 
更別村役場 特定 募金（箱募金） 11,713 

受領月 寄付者名 種類 区分 寄付金額（単位：円）
七飯町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 4,680 
猿払村交通安全運動推進連絡協議会 特定 募金（箱募金） 10,832 
北海道銀行麻生支店 特定 募金（箱募金） 4,216 
札幌信用金庫本店営業部 特定 募金（箱募金） 7,496 
稚内市交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 10,498 
江別地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 5,648 
稚内地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 5,144 
一般社団法人千歳地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,311 
一般社団法人紋別地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 14,434 
鵡川ししゃもファミリー駅伝大会実行委員会 特定 募金 16,700
釧路市交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,038 
北竜町交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 1,192 
富良野地方交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,600 
三笠交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,712 
共和町交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 14,027 
石狩地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,888 
上川町安全安心協会 特定 募金（箱募金） 3,305 
留萌地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,983 
札幌手稲交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,255 
平取町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 12,380 
池田地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,733 
浦河町交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,000 
北海道銀行新川支店 特定 募金（箱募金） 13,340
美唄市交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,323
八雲地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,188
音更町 特定 募金（箱募金） 1,745
松前地区交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 6,148
一般社団法人美幌地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 4,916
一般社団法人美幌地区交通安全協会 特定 寄付 10,000
一般社団法人岩見沢地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 19,341
三笠市交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 2,775

12月

北海道銀行琴似支店 特定 募金（箱募金） 1,100
札幌中央信用組合本店営業部 特定 募金（箱募金） 1,531
北海道銀行北二十四条支店 特定 募金（箱募金） 1,556
北海道銀行東札幌支店 特定 募金（箱募金） 1,071
北海道銀行行啓通支店 特定 募金（箱募金） 1,585
一般財団法人静内地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 1,169
北海道銀行手稲支店 特定 募金（箱募金） 1,447
植村　泰也 特定 寄付 2,000
新篠津村交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 5,452
弟子屈町交通安全運動推進協議会 特定 募金（箱募金） 3,120
一般社団法人苫小牧地区交通安全協会 特定 募金（箱募金） 2,700
小樽交通安全協会 特定 募金（箱募金） 5,990
三菱UFJ信託銀行札幌支店 特定 募金（箱募金） 2,299
一般社団法人釧路方面交通安全協会 特定 募金（箱募金） 3,038
北斗市交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 3,656
南幌町交通安全運動推進協議会 特定 募金（箱募金） 5,229
北海道銀行札幌駅前支店 特定 募金（箱募金） 4,255
北海道銀行鳥居前支店 特定 募金（箱募金） 1,683
苫前町交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 4,870
豊頃町生活安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 3,100
オホーツク地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,040
根室地区交通安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 1,258
北海道銀行薄野支店 特定 募金（箱募金） 1,700
浦幌町生活安全推進協議会 特定 募金（箱募金） 8,122
北海道銀行月寒支店 特定 募金（箱募金） 1,234
八雲町交通安全推進委員会 特定 募金（箱募金） 2,057
留萌地区交通安全協会連合会 特定 募金（箱募金） 4,139
一般社団法人函館方面交通安全協会 特定 募金（箱募金） 4,000

（敬称略）

9月26日 建設産業交通安全推進北海道本部
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危ないよ　スマホじゃなく　周り見て

滝
川
市
は
、
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置

し
、
石
狩
川
と
空
知
川
に
挟
ま
れ
た
平
野
部
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
と
国
道
12
号
が
貫
き
、

国
道
38
号
の
起
点
で
も
あ
り
、
国
道
４
５
１
号

を
抜
け
て
国
道
２
７
５
号
に
も
接
続
し
て
い
ま

す
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
・
根
室
本
線
も
通
っ

て
お
り
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え

て
き
ま
し
た
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
す

る
江
部
乙
地
区
を
中
心
に
、
丘
陵
地
を
鮮
や
か

な
黄
色
に
染
め
上
げ
る
「
菜
の
花
」
は
、
日
本

有
数
の
作
付
面
積
を
誇
り
ま
す
。

豊
か
な
水
と
肥
沃
な
土
地
を
育
む
石
狩
川
で

は
、
河
跡
湖
を
利
用
し
て
カ
ヌ
ー
な
ど
の
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
を
開
設
し
、
河
川
敷
に
は
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
搭

乗
な
ど
の
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
「
た

き
か
わ
ス
カ
イ
パ
ー
ク
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

滝
川
市
は
、
都
市
部
と
共
存
す
る
豊
か
で
美

し
い
農
村
景
観
な
ど
地
域
資
源
を
生
か
し
、
そ

の
魅
力
を
国
内
、
国
外
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ

る
「
世
界
に
誇
れ
る
国
際
田
園
都
市
」
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
平
成
29
年
の
滝
川
市
内
の
交
通
事
故

発
生
状
況
で
す
が
、
発
生
件
数
は
前
年
よ
り
も

減
っ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
９
月
に
死
亡

事
故
が
発
生
し
、
事
故
死
ゼ
ロ
は
７
１
４
日
で

ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
平
成
28
年
に
策
定
し
た
「
第
９
次

交
通
安
全
計
画
」
に
基
づ
き
、
高
齢
者
及
び
子

ど
も
の
安
全
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
、
自
転
車
の

安
全
利
用
を
重
点
項
目
に
、
各
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
及
び
子
ど
も
の
安
全
に
つ
い
て
は
、

毎
年
「
65
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者
宅
訪
問
」
を

実
施
し
て
お
り
、
今
年
は
延
５
９
０
戸
の
お
宅

を
訪
問
し
、
高
齢
者
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
を
ま
と
め
た
チ
ラ
シ
や
夜
光
反
射
材
の
配

布
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
サ
高
住
・
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
を
訪
問
し
て
、
出
前
の
交
通
安
全
研
修

会
を
実
施
し
、
あ
わ
せ
て
夜
光
反
射
材
の
普
及

を
図
っ
て
い
ま
す
。

市
内
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
で
は
、
啓

発
ビ
デ
オ
の
視
聴
や
ダ
ミ
ー
人
形
を
使
用
し
た

巻
き
込
み
実
験
を
含
む
交
通
安
全
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
の
根
絶
に
つ
い

て
は
、
平
成
28
年
に
滝
川
商

工
会
議
所
、
滝
川
警
察
署
や

多
数
の
協
賛
団
体
と
連
携
の

う
え
「
飲
酒
運
転
根
絶
ミ
ニ

の
ぼ
り
」
を
作
成
し
、
市
内

飲
食
店
、
企
業
や
官
公
庁
な

ど
に
訪
問
配
布
を
し
て
飲
酒

運
転
根
絶
へ
の
協
力
要
請
を

行
い
ま
し
た
。

自
転
車
の
安
全
利
用
に
つ

い
て
は
、
平
成
29
年
４
月
に

「
滝
川
市
自
転
車
の
安
全
利

用
の
促
進
及
び
自
転
車
等
の

放
置
の
防
止
等
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

自
転
車
の
利
用
者
に
対
す

る
安
全
利
用
の
促
進
、
公
共

の
場
所
に
お
け
る
自
転
車
等

の
放
置
の
防
止
、
駐
輪
場
の

設
置
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
歩
行

者
や
自
転
車
利
用
者
の
通
行

の
安
全
を
確
保
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
警
察
、
学
校
と
連
携
し
て

自
転
車
安
全
利
用
指
導
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

自
転
車
利
用
者
へ
の
直
接
指
導
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
交
通
法
規
順
守
と
マ
ナ
ー
向
上
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

暮
ら
す
人
、
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
安
全
・
安

心
な
ま
ち
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

安
全
で
安
心
な
ま
ち
「
世
界
に
誇
れ
る
国
際

田
園
都
市
・
滝
川
」
を
目
指
し
、
交
通
事
故
の

な
い
社
会
の
実
現
の
た
め
、
各
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
交
通
安
全
運
動
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

滝
川
市

（
空
知
総
合
振
興
局
）

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
す

「
世
界
に
誇
れ
る
国
際
田
園
都
市・滝
川
」

（高齢者出前研修会）

（秋の全国交通安全運動「東公園前旗の波」）
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よくみせて　ちいさなきみの　おおきなて

交通安全推進員の声

高
齢
者
と
リ
フ
レ
ク
タ
ー

期
別
の
交
通
安
全
運
動
の

期
間
中
の
活
動
と
し
て
、
セ
ー

フ
テ
ィ
コ
ー
ル
を
し
な
が
ら
管
内

を
回
り
、
道
の
駅
で
交
通
安
全

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ�

ペ
ー
パ
ー
を
配
布
し
な
が
ら
交

通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

今
年
は
そ
の
際
に
、
後
期
高

齢
者
と
思
わ
れ
る
方
に
は
夜
光

反
射
材
の
使
用
方
法
・
効
用
を

お
話
し
し
て
お
り
ま
し
た
。

先
日
、
80
歳
を
超
え
る
で
あ

ろ
う
女
性
の
方
に
、
夜
光
反
射

材
を
渡
し
た
と
こ
ろ
、
初
め
て

見
た
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
売
り
場
を
出
て
く
る
際
に

は
、
そ
の
腕
に
は
鮮
や
か
な
黄

色
の
夜
光
反
射
材
が
巻
か
れ
て

お
り
、
見
た
目
に
も
姿
が
美
し

く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
例
年
開
催
し
て
お
り

ま
す
高
齢
者
交
通
事
故
防
止

講
習
会
で
は
、
参
加
者
に
腕
に

巻
く
タ
イ
プ
の
も
の
や
、
四
葉

の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
模
っ
た
リ
フ
レ

ク
タ
ー
を
差
し
上
げ
、「
常
時

携
帯
し
て
夕
暮
れ
時
以
降
は
車

の
運
転
を
す
る
方
か
ら
見
え
る

位
置
に
取
り
付
け
て
歩
く
よ
う

に
」
と
話
し
て
お
り
ま
す
。

後
日
、
受
講
者
の
一
人
か
ら
、

自
分
の
所
属
す
る
高
齢
者
の
同

好
会
で
も
是
非
、
講
習
を
し
て

貰
い
た
い
と
頼
ま
れ
、
要
請
を

受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

町
内
会
の
老
人
ク
ラ
ブ
の

方
々
に
は
毎
年
、
何
度
か
講
習

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
回

の
よ
う
に
お
願
い
さ
れ
た
の
は

初
め
て
で
、
意
を
強
く
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

私
も
、
個
人
的
に
席
を
置
い

て
い
る
趣
味
の
会
の
方
に
輪
を

広
げ
て
み
よ
う
か
と
考
え
た
り

も
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
先
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
夕

方
に
放
映
さ
れ
た
「
交
通
安
全

ピ
カ
ッ
と
隊
」
で
は
警
察
の
方

な
ど
が
自
ら
夜
光
反
射
材
を

肩
か
ら
掛
け
、
啓
発
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

自
分
の
存
在
を
強
く
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
夜
光
反
射
材
が
も
っ
と

広
く
普
及
す
る
よ
う
に
、
私
も

活
動
を
続
け
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

胆振地区

村井　純一

新
し
い
年
の
始
ま
り
で
す
～

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

宗
谷
地
区
交
通
安
全
推
進
員

の
木
村
で
す
。

平
成
30
年
も
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
季
節
、
路
面
凍
結
、
積
雪

に
よ
る
道
路
幅
の
狭
さ
、
見
通
し

の
悪
さ
な
ど
事
故
の
要
因
が
多
く

な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

で
の
走
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
交
通
事
故
の
原
因
は
、

す
べ
て
の
事
故
が
１
０
０
％
運
転

者
側
に
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

歩
行
者
も
前
後
左
右
に
注
意
を

払
い
な
が
ら
行
動
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

さ
て
、
昨
年
も
一
昨
年
同
様
に

飲
酒
運
転
根
絶
決
起
大
会
、
研
修

会
を
行
い
ま
し
た
。

お
酒
を
飲
む
こ
と
は
、
時
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
、

ま
た
、
適
度
で
あ
れ
ば
健
康
に
も

良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
お
酒
を
飲
ん
で
自
動

車
を
運
転
す
る
の
は
、
言
語
道
断
。

基
本
、
運
転
と
は
正
常
な
状
態

で
す
る
も
の
で
す
。

正
常
な
状
態
で
も
は
っ
と
す
る

こ
と
が
度
々
あ
る
の
に
、
飲
酒
を

し
た
状
態
で
ふ
ら
ふ
ら
運
転
す
る

の
は
殺
人
罪
と
同
罪
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

厳
罰
化
が
進
ん
だ
の
に
、
い
っ

こ
う
に
無
く
な
ら
な
い
飲
酒
運
転
。

私
ど
も
で
は
、
年
に
何
度
も
講

習
会
を
開
く
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

講
習
会
等
に
参
加
し
な
い
、
で

き
な
い
方
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
伝

え
て
い
く
か
が
こ
れ
か
ら
の
課
題

か
と
思
い
ま
す
。

宗
谷
地
区
で
は
、
昨
年
も
４
期

の
交
通
安
全
運
動
、
ま
た
独
自
運

動
と
し
て
６
月
、
12
月
に
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
、
警
察
、
関
係
団
体
と

連
携
し
、
積
極
的
に
旗
波
作
戦
、

街
頭
に
て
夜
光
反
射
材
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
等
を
配
布
し
、
地
域
の
啓
発

活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
か
ら
の
新
し
い

活
動
と
し
て
、
宗
谷
総
合
振
興
局

管
内
で
総
力
を
挙
げ
る
こ
と
を
目

標
に
10
市
町
村
の
交
通
安
全
旗

を
掲
げ
、
ブ
ロ
グ
で
交
通
安
全
運

動
の
活
動
の
報
告
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
、
今
年
も
悲
惨
な
交

通
事
故
が
１
件
で
も
無
く
な
る
よ

う
「
交
通
安
全
の
大
切
さ
」
を
伝

え
、
一
人
ひ
と
り
に
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
も
、
積
極
的
に
交

通
安
全
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
海
道
の
冬
、
白
銀
の
世
界
も

日
々
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

今
年
も
１
年
、
安
全
で
安
心
な

我
が
町
を
み
ん
な
の
力
で
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
、
声
、
心
を
合
わ
せ

…
…“
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
北
海
道
”

宗谷地区

木村　一枝

当委員会は、これまで飲酒運転の根絶をはじめ、交通道徳の向上と交通事故防止のための交通安全運動に積極的に取り組む
ほか、交通遺児育英事業を推進して、道民福祉の増進に寄与することにより、交通事故のない明るい北海道を築くことを目
的として、様々な公益事業を実施しております。 
　つきましては、当委員会の事業活動にご理解とご賛同していただける個人、団体の皆様の入会を随時受け付けております。

団　体　名 住　　　所 電話番号

一般社団法人北海道全新聞販売従業員福利協会 札幌市中央区大通西3丁目6番地　道新ビル 011-210-5753

賛助会員入会のお知らせ

会員の種別 議決権 会　　　費

正 会 員 あ　り ■自動車関係、産業団体及び　年間3口以上：30,000円以上
■その他団体及び法人　　　　年間1口以上：10,000円以上

賛助会員 あ　り ■年間1口以上：10,000円以上
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ハイビーム　上手に使って　事故防止

石狩地区千歳市 オホーツク地区小清水町

今金町では、函館地方安全運転管理者協会事業主会せたな支
部、せたな地区安全運転管理者協会、今金建設協会、今金町交
通安全運動推進委員会主催による檜山北部交通安全地域安全総
決起大会が8月26日に実施され、今金小学校児童による交通安
全の決意表明や小学生の鼓隊と、道警音楽隊のパレードを通し
て交通安全等の啓発を行いました。

蘭越町では、秋の輸送繁忙期交通安全運動期間に、朝の街頭
指導（セーフティーコール黄色い旗の波）を実施いたしまし
た。また、10月23日には、地道な交通安全啓発活動を継続し
てきた結果、交通死亡事故ゼロの日1,500日を達成いたしまし
た。引き続き交通安全意識を高め、「交通死亡事故死ゼロ」を
目指し取り組んでまいります。

檜山地区�����������������������������������������������������������今金町 後志地区�����������������������������������������������������������蘭越町

福島町では、交通安全意識の高揚と交通ルールの遵守や交通マ
ナーの徹底を図ることを目的に、９月の秋の全国交通安全運動期間
にあわせて、福島保育所・町商工会・交通安全指導員協議会など
関係団体と合同で旗の波作戦を実施して、国道を通行する車輛に
安全運転を呼びかけました。

根室市では冬の交通安全運動期間中の11月13日、根室振興局や市、警察
などの関係機関による、旗の波運動を展開しました。

同運動は「凍結路面でのスリップ事故防止」や「高齢者の交通事故防止」、
「飲酒運転の根絶」を重点目標に、鹿の飛び出しなどの冬型交通事故の抑止
や、交通事故死ゼロを目指して啓発運動を展開することとし、振興局前交
差点（国道44号線）に約70人が集まり「シートベルト着用」、「スピードダ
ウン」などと書かれた旗を振り、交通安全を呼びかけました。

渡島地区�����������������������������������������������������������福島町根室地区�����������������������������������������������������������根室市

お 知 ら せ

１５００日▶	更別村

　７００日▶	滝川市・様似町

	 羽幌町

　５００日▶	釧路町

　３００日▶	北広島市

５０００日▶	京極町

２０００日▶	仁木町

１５００日▶	美瑛町

１０００日▶	栗山町・厚沢部町

　７００日▶	深川市・ニセコ町

	 壮瞥町・士幌町

　５００日▶	赤井川村・福島町

	 本別町

　３００日▶	夕張市・士別市

４０００日▶	留寿都村

３０００日▶	利尻町

２０００日▶	新十津川町

１５００日▶	蘭越町・上士幌町

　７００日▶	奈井江町・当麻町

	 愛別町・滝上町

	 浜中町・鶴居村

	 羅臼町

　５００日▶	森町

　３００日▶	稚内市

１５００日▶	浜頓別町

１０００日▶	岩内町

　７００日▶	南幌町・中富良野町

　５００日▶	共和町　

２５００日▶	歌志内市・真狩村

２０００日▶	沼田町

１５００日▶	遠別町

　７００日▶	豊浦町・根室市

　５００日▶	美唄市・えりも町

	 東神楽町

　３００日▶	富良野市

１５００日▶	赤平市・新冠町

１０００日▶	長万部町・幌加内町

	 初山別村・厚岸町

　７００日▶	長沼町

　５００日▶	三笠市・新篠津村

	 芽室町・浦幌町

◆◆◆ 交通事故死ゼロ日数顕彰 ◆◆◆
8月 9月 10月 11月 12月 1月（予定）

平成29年度
公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

第3回 理事会
日時　平成30年３月６日（火）13:30〜
場所　‌�第二道通ビル 札幌市中央区北５条西６丁目

平成29年度
北海道交通安全功労者等

表　彰　式
日時　平成30年２月１日（木）14:00〜
場所　‌�北海道庁旧本庁舎（赤れんが庁舎）�

札幌市中央区北３条西６丁目

理事会のお知らせ
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のお慶びを申し上げます
北海道交通安全推進委員会
副 会 長  藤 井 祐 昭 ・ 時 田 昭 子 ・ 西 川 将 人 ・ 山 崎 一 雄

札
幌
市
中
央
区
北
九
条
西
十
八
丁
目 

電
話
（
〇
一
一
）
六
三
三―

七
三
二
〇
番 

一　
　

般

社
団
法
人

渡
邉　

修

札
幌
市
中
央
区
北
五
条
西
六
丁
目

第
二
道
通
ビ
ル
六
階

電　

話
（
〇
一
一
）
二
四
一―

一
一
二
一
番

Ｆ
Ａ
Ｘ

一　
　

般

社
団
法
人

杉
本　

亙

保
険
の
こ
と
な
ら
互
助
サ
ー
ビ
ス
へ
！

●
生
命
保
険　
　

●
医
療
保
険　

●
自
動
車
保
険

●
ゴ
ル
フ
保
険　

●
旅
行
保
険

㈱
北
海
道
互
助
サ
ー
ビ
ス

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目
一
緑
苑
ビ
ル
二
階

電　

話
（
〇
一
一
）
二
七
一̶

四
二
七
七
番

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
二
二
二̶

四
七
五
三
番

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.gojyo-s.co.jp

メ
ー
ル　

info@
gojyo-s.co.jp

E

〒
060
0003

-

代表取締役社長 逵本 秀久

札幌市中央区北２条西４丁目１北海道ビルヂング４階
TEL（011）281-7002 FAX（011）281-8741
URL http://www.nttdata-hokkaido.co.jp

先進のＩＴで
お客様の夢・希望の実現を

サポートします

北海道とともに

反射材　自分をアピール　防ぐ事故

大
槻　

博

一　
　

般

財
団
法
人札

幌
市
北
区
北
三
十
条
西
六
丁
目
四
番
十
八
号

電
話
（
〇
一
一
）
七
三
七―

八
七
〇
〇
番

岩
波 

　

剛

電
話（
〇
一
一
）二
三
二―

五
五
五
四
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　  2 018 年
謹んで新春

� 公益社団法人   
� 会 長  堰 八 義 博  筆 頭 副 会 長  吉 野 三 郎 　

江
尻 

　

剛

安
全
対
策
用
品
の
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
制
作
・
販
売

日
本
反
射
材
普
及
協
会
会
員

富
士
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

鈴
木　

淳

〒
060–

0003　

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
十
七
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
二
番
地
三
十
三-

四

電　

話（
〇
一
一
）六
二
三
︱
一
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
一
）六
二
三
︱
一
七
七
八

交
通
安
全
指
導
員
制
服
製
造

相
合
縫
製
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　

笠
原 

祥
史

〒
003–

0026　

札
幌
市
白
石
区
本
通
十
丁
目
南
七
番
九
号

電　

話　
（
〇
一
一
）
八
六
四
︱
一
九
五
三
番

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
〇
一
一
）
八
六
四
︱
一
九
五
四
番

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.step-u.com

　
　
　

Ｅ
メ
ー
ル　

info@
step-u.com

交通安全、建設安全、防災、 
防犯、福祉、人権、消費者、 

環境の映像教材販売

http://www.planproduce.co.jp

有限会社 

プラン・プロデュース

札幌市中央区大通東２丁目３番

℡011−219−2311

　

代
表
取
締
役　

村
上 

　

寛

札
幌
市
白
石
区
本
通
六
丁
目
北
四
番
八
号

　

　
　
　
　

電

話　
（
〇
一
一
）八
六
一
︱
六
二
二
一

　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.anzenkiki.co.jp

良いお手本　なれる自分が　カッコイイ

岩
田
地
崎
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役
社
長

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
東
十
七
丁
目
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平成30年１月号
公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

札幌市中央区北５条西６丁目第二道通ビル６階　電話（011）221-6666　FAX（011）221-7873
URL: http://www.slowly.or.jp　　e-mail: safety@slowly.or.jp

「交通安全」と「食の安全」を目指す
うさぎ印パン粉

横山食品株式会社
取締役会長 横 山 末 雄

〒 札幌市白石区平和通 丁目北 番 号
T EL FAX

とうげこう　おしゃべりはみだし　あぶないよ

【お詫びと訂正】
「ゆっくり走ろう北海道」172号（平成29年8月発行）６ページ「交通安全探訪（帯広市）」の中の「新入学児童交通安全啓発キャンペーン」
の記事に誤りがありました。正しくは当委員会ホームページに掲載してございますのでご高覧願います。
関係者の皆様をはじめ皆様にご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。


